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Saule Technologies 取締役 Olga Malinkiewicz による会社の状況に関する声明 

2025 年 5 月 19 日に DC24 ASI sp. z o.o.（以下、DC24）および Columbus Energy S.A.（以

下、Columbus）によって主導された監査役会の行動を、私は深い懸念と失望をもって見守

っています。これらの企業は、事実上 Piotr Kurczewski 氏が唯一の所有者であり、これら

の行動は私を取締役から解任することを目的としていました。 

同日、正式な招集なしに監査役会が開催され、オンラインかつ秘密投票により私の解任が

決議されたと報じられました。この情報は多くのメディアで報道されました。しかし、私は解

任に関するいかなる文書（議事録や決議文書）も受け取っておらず、その旨を国立裁判登

録局に正式に通知しました。そのため、会議が実際に行われたか、出席者が誰であった

か、あるいは手続きが会社定款や法令に従っていたかを確認することができませんでし

た。さらに、同会議後には後任が指名されることなく、単独の取締役を解任したとされてい

ます。 

Columbus は Saule の少数株主であり債権者でもありますが、定款第 17 条第 5 項に違

反して、任命可能な 2 名を超える監査役を任命しています。これは単なる誤りではなく、

Columbus および DC24 が、科学的基盤を無視して会社の完全支配を目指していた証拠

です。 

当初、Columbus および DC24 は技術開発を支援するパートナーであると認識していまし

たが、実際の行動はその約束とは正反対であり、会社の乗っ取りと資産売却を狙う敵対的

なものでした。Columbus 社長 Dawid Zieliński 氏が「投資家を見つけ、再建計画を実行す

る」と述べたのは、彼らが Saule を巨額の債務に陥らせ、支払い不能にして破産に追い込

んだことから目をそらすための策略に過ぎません。 

私は財界人ではありません。科学者として、Saule に対して個人資産を担保に融資を保証

しました。それでも沈黙することはできません。研究チームの努力、科学的価値、投資家を

含む関係者の誠実な貢献を守る義務があるのです。特に、模範的な倫理的投資家である

日本のパートナー H.I.S. の名前をここで挙げたいと思います。 

私と Sauleチームによるペロブスカイト技術の開発は、2024 年に欧州特許庁（EPO）から

「ヨーロッパ発明家賞（European Inventor Award 2024）」という最高の栄誉を受けるほど高

く評価されました。 

現在、Saule はペロブスカイト技術の商業化というブレークスルーの段階にあり、Columbus 

および DC24 もこのプロセスに関与しています。我々は、ビル建設用途における実地試験

の準備を進めており、最初の試験は今年中にポーランドで行われる予定です。 



ポーランドには優秀な科学者とジャーナリストがいます。このケースに関心を持ち、調査を

開始していただけることを願っています。世界をリードする技術を持ちながらも、都合の悪

い存在として、意図的に倒産に追い込まれているポーランド企業の事例です。価値は数億

ズウォティにのぼるにもかかわらずです。 

私は、Columbus Energy、DC24、および Saule Technologies および Saule S.A.の監査役会

メンバー数名に対して、会社に損害を与えた疑いで国家検察庁に通報しました。これらの

行動は不誠実かつ非公開のものであり、法令違反を認識した上で行われていたと私は判

断しています。 

新しいとされる Saule Technologies の取締役による行動は、社員への脅迫、犯罪の強要、

法令に従った報告（例えば ESPIレポート提出）に対する刑事責任の脅しにまで及んでいま

す。これらには証拠と証人が存在します。私たちは脅しに屈しません。 

研究チームと信頼を欠いた Saule Technologies には未来がありません。イノベーションが

企業ゲームの道具とされることなく、画期的な発明がただの換金可能な資産とならないよう

にしなければなりません。私たちの製品は、電子、物流、建設、小売など世界的な企業に

よってテストされ、高評価を得ています。これは文書化可能です。 

チームと関係者全員の努力に対する敬意と責任を持って、そしてポーランドの科学の未来

のために、世論にこの悲劇的な状況への注意、支援、評価を求めます。これらは Piotr 

Kurczewski 氏および Columbus 社長 Dawid Zieliński 氏の敵対的かつ有害な行動によ

ってもたらされたものです。 

中国、ヨーロッパ、アメリカの企業はすでにペロブスカイトに投資しており、世界的な開発競

争が進行中です。商業化が進めば、現在のシリコン技術では太刀打ちできなくなります。 

改めて DC24 の Piotr Kurczewski 氏と Columbus の Dawid Zieliński 氏に問います——あな

た方は、どの競合企業、どの外国政府の利益のために、この世界最高レベルのポーランド

技術を破壊しているのですか？ 

私は、ポーランドの科学者たちが長年育ててきたこの技術が破壊されることを防ぐために、

法的に可能なあらゆる手段を講じることをここに誓います。Saule の共同創業者、発明者、

そして研究開発のリーダーとして、私はこの事態を黙って見過ごすつもりはありません。 
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